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新医療 月
刊
◉総特集

なぜ専門領域で最新ＣＴが注目されるのか
◉特集

 ［特別企画］

医療現場での携帯端末利用最前線
IoTと医療─これからどう進む

国立病院機構は、「電子カルテデータ標準化のためのＩＴ基盤構築事業」を実施して、各病院のデータ活用を加速させている（詳しくはグラビア頁）。
同機構本部（東京）の前で右より池田千絵子理事、渡辺宏樹ＩＴ推進部副部長、堀口裕正同部医療情報データベース企画室長

IT化と医療情報部門強化の絶対的関係
今やIT化を真に成功させるには、情報の司令塔である部署の強化がシステムの高性能化同等に必須である。同部署の強化策を成功施設に聞く

機器、情報システム、設備 ─ 明日の病院インフラを考える

 ［データ］

血管造影システム設置施設名簿［Part1］



東京都国
立
病
院
機
構

本
部
理
事

池
田
千
絵
子
氏
に
聞
く

I
n

t
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i
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―
―
国
立
病
院
機
構
の
沿
革
と
現
況
に
つ
い
て

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

国
立
病
院
・
療
養
所
は
、
１
９
４
５
年
に
旧

陸
海
軍
病
院
を
引
き
継
ぐ
形
で
発
足
し
て
以
来
、

当
時
、
国
民
病
と
言
わ
れ
た
結
核
の
治
療
な
ど
、

戦
後
の
日
本
に
お
け
る
国
民
医
療
の
確
保
と
向

上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
役
割
を
適
切
に
果
た
し
て
い
く

た
め
、
国
立
病
院
・
療
養
所
は
、
経
営
資
源
を

集
約
し
て
機
能
強
化
を
図
る
べ
く
、
施
設
の
統

廃
合
・
経
営
移
譲
等
に
よ
る
再
編
成
を
逐
次
実

施
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
国
が
担
う
事
務
・

事
業
の
企
画
立
案
機
能
と
実
施
機
能
と
を
分
離

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
に
お
け
る
医
療
の
質
を
ど

の
よ
う
に
担
保
し
て
い
く
か
が
大
き
な
課
題
で

し
た
。

　

こ
の
課
題
を
解
決
す
る
べ
く
、
本
部
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
診
療
情
報
分
析
部
で
は
、
医
療
の

質
を
定
量
的
に
評
価
す
る
た
め
の
“
も
の
さ
し
”

で
あ
る
「
臨
床
評
価
指
標
」
を
、
独
法
化
か
ら

２
年
後
の
06
年
に
作
成
し
て
い
ま
す
。
国
立
病

院
機
構
は
１
つ
の
経
営
体
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
病
院
か
ら
Ｄ
Ｐ
Ｃ
や
レ
セ
プ
ト
な
ど
の
診
療

デ
ー
タ
を
収
集
・
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

り
、
多
く
の
病
院
か
ら
集
め
ら
れ
た
こ
の
指
標

は
、
他
の
医
療
機
関
で
も
活
用
さ
れ
る
ま
で
に

発
展
し
て
い
ま
す
。

―
―
「
国
立
病
院
機
構
診
療
情
報
集
積
基
盤
」

の
構
築
に
つ
い
て
の
所
感
と
展
望
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　

今
回
の
診
療
情
報
集
積
基
盤
の
構
築
事
業
は
、

当
機
構
に
フ
ィ
ッ
ト
し
た
事
業
で
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
ね
。
当
機
構
内
に
あ
る
各
病
院
は
、

歴
史
的
な
経
緯
も
あ
っ
て
異
な
る
ベ
ン
ダ
の
電

子
カ
ル
テ
を
数
多
く
運
用
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
デ
ー
タ
を
標
準
化
す
る
診
療
情
報
集
積

基
盤
が
で
き
れ
ば
、
先
に
述
べ
た
「
臨
床
評
価

指
標
」
の
作
成
な
ど
、
医
療
の
質
の
向
上
に
さ

ら
に
貢
献
で
き
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、今
回
の
事

業
で
は
、
こ
の
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
標
準
化

に
関
す
る
手
順
書
を
公
開
す
る
こ
と
に
し
て
い

る
の
で
、
他
の
医
療
機
関
が
こ
の
手
順
書
を
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
中
の
電
子
カ
ル
テ

デ
ー
タ
の
標
準
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
し
、
そ
れ
を
望
ん
で
い
ま
す
。

―
―
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
地
域
医
療
連
携
が
各
地
で
盛

ん
で
す
が
、
今
回
の
事
業
は
そ
れ
ら
に
ど
の
よ

し
て
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な
実
施
を
図
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人
制
度
に

よ
っ
て
、
国
立
病
院
・
療
養
所
は
、
04
年
に
「
独

立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
」
と
改
組
さ
れ
た

の
は
周
知
の
と
お
り
で
す
。
現
在
で
は
、
全
て

の
都
道
府
県
に
計
１
４
３
病
院
、
職
員
数
約

５
万
９
０
０
０
人
を
数
え
る
国
内
最
大
級
の
病

院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

独
法
化
し
て
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
各

病
院
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
方
々

の
医
療
に
対
す
る
期
待
に
応
え
て
き
た
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

―
―
臨
床
評
価
指
標
な
ど
、
医
療
の
質
の
評
価

に
対
す
る
取
り
組
み
に
熱
心
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

元
々
国
立
病
院
機
構
は
、
診
療
と
研
究
、
教

育
に
重
点
を
置
い
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。
当

機
構
に
は
急
性
期
や
慢
性
期
、
精
神
科
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
病
院
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

う
に
役
立
つ
と
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

地
域
医
療
に
お
い
て
、
例
え
ば
同
じ
急
性
期

病
院
同
士
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、
医
療
経

験
を
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
は
重
要
で
す
し
、
一
方
で

急
性
期
と
回
復
期
、
慢
性
期
の
病
院
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
組
ん
で
、
機
能
別
に
役
割
を
シ
ェ
ア

す
る
こ
と
も
同
じ
く
重
要
で
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
タ
イ
プ
の
病
院
を
全
て
持
っ
て

い
る
国
立
病
院
機
構
が
Ｉ
Ｔ
基
盤
を
持
つ
こ
と

は
、
同
じ
地
域
に
存
在
す
る
他
の
病
院
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
組
む
こ
と
が
容
易
に
な
り
、
今
述

べ
た
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
医
療
連
携
の
実
現
を

可
能
に
す
る
点
で
、
大
き
な
意
義
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

―
―
医
療
Ｉ
Ｔ
が
経
営
面
に
も
貢
献
す
る
と
お

考
え
で
し
ょ
う
か
。

　

独
立
行
政
法
人
で
あ
る
以
上
、
少
な
く
と
も

採
算
が
取
れ
な
け
れ
ば
継
続
し
て
医
療
を
展
開

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
一
方
で
、
国
か
ら
の

運
営
費
交
付
金
は
、
現
在
で
は
臨
床
研
究
事
業

経
費
等
が
対
象
で
あ
り
、
診
療
事
業
に
つ
い
て

は
交
付
金
を
受
け
て
い
ま
せ
ん
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
診
療
報
酬
制
度
や

医
療
環
境
な
ど
は
今
後
大
き
く
変
化
し
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
先
行
き
は
厳
し
い
面

も
あ
り
ま
す
が
、
健
全
経
営
を
維
持
す
る
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
医
療
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
経
営
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
多
く
集
ま
っ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
は
そ
れ
ら
を
も
と
に
経
営

分
析
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
な
る
工

夫
を
加
え
て
、
健
全
経
営
を
維
持
し
て
い
き
た

い
で
す
ね
。
そ
こ
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
１
つ
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

最大級の病院ネットワークが取り組む
電子カルテデータの標準化事業が
医療ITが抱える課題の解決を示唆
2004年、旧国立病院・療養所を引き継ぐ形で発足した独立行政法人 国立病院機構（NHO）。
同機構は2014年の「日本再興戦略」を受け、電子カルテデータの標準化を図ることを目的とする

「国立病院機構診療情報集積基盤（NCDA：NHO Clinical Data Archives）」＊の構築に翌１５年着手した。
それから僅か１年強、2016年３月末時点で同機構の４１病院において標準化を達成したのである。
同機構は診療データをとりまとめたデータベースを構築するとともに、
標準化のための手順書を作成・公開して、普及促進を目指している。
国立病院機構の概要と現況、そしてNCDA構築について、
理事の池田千絵子氏と本部 IT 推進部渡辺宏樹氏らに聞いた。

国立病院機構
独立行政法人

国立病院機構独立行政法人

病院数：143 病院
病床数：54,591床 （平成 27年 4 月1日現在）
職員数：約 59,000人（平成 27年1 月1 日現在の常勤職員数）

　独立行政法人国立病院機構は、厚生労働省所管の独立行
政法人である。同機構は 2004 年 4 月 1 日、厚生労働省所
管の施設等機関であった旧国立病院・療養所（国立高度専
門医療センター（当時）と国立療養所のうち国立ハンセン病
療養所を除く）を引き継ぐ形で、独立行政法人として発足し
た。全 19 分野の政策医療の実施を業務内容とし、医療業務
のほか、医療に関する調査・研究、並びに医療技術者の育
成などを目的とし運営している。
　急性期治療から慢性期治療まで約 5 万床の病床と、約 5
万 9000 人の職員からなる、国内有数の病院ネットワークを
有する同機構は、「医療の提供、医療に関する調査及び研究
並びに技術者の研修等の業務を行うことにより、国民の健康
に重大な影響のある疾病に関する医療その他の医療であっ
て、国の医療政策として機構が担うべきものの向上を図り、
もって公衆衛生の向上及び増進に寄与することを目的とする

（独立行政法人国立病院機構法第 3 条）」組織であり、同機
構では、この医療資源を活かして、「地域の医療に貢献し、
住民の皆様の支えになりたい」と考える。

1988 年筑波大学医学専門学群卒業、旧厚生省
入省。厚生労働省医政局経済課医療機器政策
室長等を経て 2011 年 8 月より新潟県副知事。
2015 年国立病院機構本部医療部長、同年 10
月より現職

池田千絵子（いけだ・ちえこ）氏
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国
立
病
院
機
構
本
部 

Ｉ
Ｔ
推
進
部
は
、
文
字

ど
お
り
国
立
病
院
機
構
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
担
当
部

署
で
あ
る
。
企
画
経
営
部
に
属
す
る
部
署
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
電
子
カ
ル
テ
や
オ
ー
ダ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
な
ど
の
医
療
Ｉ
Ｔ
は
費
用
負
担
が
大

き
い
こ
と
、
ま
た
医
療
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す
る
こ
と

で
病
院
経
営
の
適
正
化
に
貢
献
す
る
と
い
う
観

点
か
ら
の
組
織
体
系
で
あ
る
と
い
う
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｔ
推
進
部
は
国
立
病
院
機
構
に
属

す
る
医
療
機
関
の
医
療
Ｉ
Ｔ
化
に
関
す
る
検
証

国
立
病
院
機
構

Ｉ
Ｔ
推
進
部 

副
部
長

渡
辺
宏
樹
氏
に
聞
く

▼
国
立
病
院
機
構
本
部 

Ｉ
Ｔ
推
進
部

電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
標
準
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、

機
構
内
41
病
院
で
Ｓ
Ｓ‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
標
準
ス
ト
レ
ー
ジ
を
搭
載
。

デ
ー
タ
利
活
用
の
た
め
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
を
構
築
す
る

＊

等
も
行
っ
て
い
る
。
国
立
病
院
機
構
の
各
医
療

機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
性
を
も
っ
て
病
院
情

報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
・
運
用
を
実
施
し
て
い
る

が
、
本
部
と
し
て
は
、
そ
れ
ら
が
適
正
な
支
出

に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク
が

不
可
欠
で
あ
る
か
ら
だ
。

　

国
立
病
院
機
構
で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら

２
０
１
６
年
に
か
け
て
、「
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ

　

国
立
病
院
機
構
で
は
、平
成
27
年
度
よ
り
「
電

子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
標
準
化
等
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
基

盤
構
築
事
業
」
を
開
始
し
た
。
同
事
業
は
、

２
０
１
４
年
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
日
本

再
興
戦
略
」
に
お
け
る
、「
医
療
Ｉ
Ｔ
活
用
イ
ン

フ
ラ
整
備
の
観
点
か
ら
、
地
域
の
診
療
所
と
の

連
携
に
必
要
な
共
通
基
盤
と
し
て
機
能
で
き
る

よ
う
、
国
立
病
院
機
構
等
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド

化
を
推
進
す
る
」
た
め
の
も
の
。
同
事
業
に
は
、

16
年
３
月
末
時
点
で
同
機
構
の
41
病
院
が
参
加
。

な
お
国
立
病
院
機
構
診
療
情
報
集
積
基
盤
は
、

同
事
業
の
一
環
と
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、

３
月
28
日
に
稼
働
を
開
始
。
同
事
業
の
責
任
者

の
１
人
で
あ
る
、Ｉ
Ｔ
推
進
部 

副
部
長
の
渡
辺

宏
樹
氏
ら
に
同
事
業
の
概
要
と
意
義
を
聞
い
た
。

I
n

t
e

r
v

i
e

w
1997 年浜松医大卒。同年より同大放射線科、医療情報部、01 年よ
り東京大学医学部附属病院中央医療情報部助手。文部科学省高等
教育局医学教育課専門官（併任）を経て、同院企画情報運営部
特任講師。2013 年国立病院機構東京病院放射線科医長／ IT 推
進部長、2014年より現職

渡辺 宏樹（わたなべ・ひろき）氏

標
準
化
等
の
た
め
の
Ｉ
Ｔ
基
盤
構
築
事
業
」
に

対
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。
同
事
業

の
具
体
的
な
工
程
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｔ
推
進
部 

副

部
長
の
渡
辺
宏
樹
氏
に
聞
い
た
。
渡
辺
氏
は
、

浜
松
医
大
を
卒
業
後
、
文
部
科
学
省
の
専
門
官

か
ら
大
学
病
院
に
お
け
る
情
報
シ
ス
テ
ム
や
企

画
経
営
に
わ
た
る
、
幅
広
い
分
野
に
携
わ
っ
た

経
歴
を
持
つ
。

「
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
標
準
化
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
４
年
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
『
世
界
最
先

端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
宣
言
』
が
あ
り
ま
す
。
同
宣

言
で
は
、“
地
域
を
超
え
た
国
民
へ
の
医
療
サ
ー

ビ
ス
提
供
等
を
可
能
と
す
る
医
療
情
報
利
活
用

基
盤
の
構
築
を
目
指
し
、
電
子
カ
ル
テ
を
含
め

た
デ
ー
タ
や
シ
ス
テ
ム
仕
様
の
標
準
化
等
を
行

い
、
平
成
30
年
（
２
０
１
８
）
年
度
ま
で
に
全

国
へ
の
普
及
・
展
開
を
図
る
”
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
電
子
カ
ル
テ
に
つ
い
て
は
、
ベ
ン
ダ

毎
で
開
発
が
行
わ
れ
、

各
病
院
の
運
用
に
合
わ

せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
化

が
行
わ
れ
た
り
、
電
子

カ
ル
テ
上
で
使
用
さ
れ

て
い
る
病
名
や
医
薬
品

等
の
コ
ー
ド
が
ベ
ン
ダ

や
病
院
で
異
な
る
な

ど
、
後
に
標
準
化
を
図

る
上
で
の
大
き
な
課
題

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
事

業
で
は
、
こ
の
問
題
を

解
消
す
る
た
め
に
、
各

病
院
の
カ
ル
テ
デ
ー
タ

を
厚
生
労
働
省
の
定
め

る
標
準
コ
ー
ド
に
紐
付

け
す
る
デ
ー
タ
マ
ッ
ピ

ン
グ
を
行
い
、
Ｓ
Ｓ
‐

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
規
格
を
用
い

て
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ

の
標
準
化
を
実
施
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま

た
、
標
準
化
を
推
進
す

る
た
め
に
、
工
程
を
示

し
た
手
順
書
を
作
成
・
公
開
す
る
こ
と
に
し
た

の
で
す
。

　

前
述
の
と
お
り
、
国
立
病
院
機
構
の
各
病
院

に
は
複
数
ベ
ン
ダ
の
異
な
っ
た
電
子
カ
ル
テ
が

導
入
さ
れ
て
い
る
の
に
加
え
て
、
病
院
の
規
模

や
取
り
扱
う
疾
病
領
域
も
多
様
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
共
通
の
手
順
書
の
作
成
と
公
開
は
大
き
な

意
義
が
あ
る
と
評
し
て
い
ま
す
」

　

同
事
業
で
は
、
ま
ず
同
機
構
に
参
加
す
る
複

数
の
病
院
で
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
標
準
化
を

行
っ
た
。
は
じ
め
に
、
病
院
間
で
ば
ら
つ
き
の
あ

る
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
を
統
一
さ
せ
る
た
め
、
国

立
病
院
機
構
本
部
指
導
の
も
と
、
参
加
各
病
院

に
負
担
を
か
け
る
こ
と
な
く
デ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン

グ
作
業
を
実
行
。
さ
ら
に
、
標
準
的
な
デ
ー
タ

形
式
「
Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
ス
ト
レ
ー
ジ
」
で
各

病
院
よ
り
デ
ー
タ
を
出
力
。
そ
の
デ
ー
タ
を
本

部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
集
約
・
保
存
し
、
収

集
し
た
デ
ー
タ
は
、
医
療
の
質
の
向
上
や
病
院

経
営
の
改
善
、
臨
床
研
究
等
に
活
用
す
る
。

「
国
立
病
院
機
構
は
、
単
一
法
人
で
あ
り
、
全
て

の
病
院
の
開
設
者
は
国
立
病
院
機
構
理
事
長
が

務
め
て
い
ま
す
。
単
一
法
人
の
事
業
と
い
う
こ
と

で
、
個
人
情
報
保
護
法
の
問
題
は
ク
リ
ア
し
や

す
く
、
そ
の
分
技
術
的
な
課
題
に
つ
い
て
注
力

し
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
、
当
機
構
が

今
回
の
事
業
の
推
進
に
適
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」（
渡
辺
氏
）

　

同
機
構
で
医
療
の
質
を
評
価
す
る
「
臨
床
評

価
指
標
」
の
作
成
に
従
事
し
て
い
る
診
療
情
報

電子カルテ情報を収集・活用する仕組み。事業に参加した41病院に、SS-MIX2標準ストレー
ジを整備。厚労省の定める標準コードへのマッピング作業実施後、SS-MIX2フォーマットへ
の変換、データ表記を統一するための標準化プログラム、病院独自の表示を標準に合うよう
変換する差分吸収プログラムにより、データをSS-MIX2 標準に変換して本部データセンター
に収集、臨床評価指標の作成等、テータの利活用を図る。加えて、各医療機関への
SS-MIX2 モジュール導入のための作業手順書を作成・公開している。

国立病院機構診療情報集積基盤におけるデータ標準化のイメージ図。マッピング作業では、JLAC10 等、厚労省の定める標
準コードへのマッピング作業を本部主導で実施。41 病院で稼働している電子カルテの 6 ベンダに SS-MIX2フォーマットへの変
換プログラムの開発を要請。各病院の電子カルテ導入業者には、病院独自の表示を標準フォーマットに変換するプログラム開発
を要請して、標準化された SS-MIX2 出力データをデータセンターに蓄積・保存する

電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
標
準
化
と
、

標
準
化
実
施
の
た
め
の
手
順
書
作
成
を
実
施

Ｉ
Ｔ
基
盤
構
築
事
業

国立病院機構が、同機構に所属する病院に発行している臨床評価指標の冊子。
同指標は、基本的にほぼ全て全国統一形式の電子データセット（DPC データ）や
レセプトデータで算出されており、国立病院機構以外の病院でも同様の方法をたどる
ことで、国立病院機構の指標と同じ定義での指標を計測することが可能となっている

分
析
部
主
席
研
究
員
で
、
Ｉ
Ｔ
推
進
部 

医
療
情

報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
企
画
室
長
の
堀
口
裕
正
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
国
立
病
院
機
構
本
部
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
診
療

情
報
分
析
部
で
は
、
２
０
０
６
年
か
ら
医
療
の

質
を
定
量
的
に
評
価
す
る
“
も
の
さ
し
”
で
あ

る
『
臨
床
評
価
指
標
』
を
作
成
し
、
患
者
一
人

ひ
と
り
に
提
供
さ
れ
る
医
療
の
過
程
（
プ
ロ
セ

ス
）
や
成
果
（
ア
ウ
ト
カ
ム
）
を
評
価
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
医
療
の
質
の
改
善
を

図
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
病
院
間
の
医
療
の
質
の
差
を
表
し

た
り
、
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
で
は
な
く
、
各
病

院
が
、
臨
床
評
価
指
標
で
計
測
さ
れ
た
医
療
の

質
の
実
態
を
通
じ
て
、
必
要
に
応
じ
て
問
題
の

＊SS-MIX2：厚生労働省が認定した標準的な電子的診療情報交換について定めた規格、仕様

Human-readableからMachine-readableへ
標
準
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
よ
り
、

診
療
デ
ー
タ
収
集
作
業
を
効
率
化

H
um

an-readable

か
らM

achine-readable

へ

（    ）10新　医　療　2016年5月号（    ）11 新　医　療　2016年5月号



緒
に
仕
事
を
し
て
み
て
、
豊
富
な
人
材
を
手
厚

く
投
入
し
て
も
ら
っ
た
点
に
は
感
謝
し
て
い
ま

す
。
入
札
に
参
加
し
た
他
ベ
ン
ダ
に
決
ま
っ
て
い

収
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
事
業
参
加
各
病
院
で
実
施

し
、
Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
デ
ー
タ
と
し
て
出
力
す
る

こ
と
と
し
た
。

　

①
と
②
は
標
準
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
本

事
業
に
参
加
し
て
い
る
41
病
院
の
施
設
に
導
入

さ
れ
て
い
る
電
子
カ
ル
テ
の
ベ
ン
ダ
６
社
で
開

発
。
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
他
の
医
療
機
関
で
も

使
用
可
能
な
汎
用
的
な
も
の
と
し
た
。
③
に
つ

い
て
は
病
院
固
有
の
も
の
と
し
て
、
各
病
院
の

電
子
カ
ル
テ
導
入
業
者
が
開
発
す
る
こ
と
に
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
標
準
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

に
関
す
る
著
作
権
は
、
事
業
を
普
及
す
る
た
め
、

あ
え
て
主
張
し
な
い
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
６
社
の
ベ
ン
ダ
の
協
力
を
と
り
つ
け
、
Ｓ

Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
に
つ
い
て
はV

er.1.2c

に
統
一
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

各
病
院
か
ら
発
信
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
収
集
し
、

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
た
の
は
日
立
製
作
所

で
あ
る
。
厚
労
省
の
事
業
な
が
ら
、
事
業
全
体

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
13
ヵ
月
し
か
な
く
、
非
常
に

短
期
間
で
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
に
な
っ
た
と

堀
口
氏
は
話
す
。

「
２
０
１
６
年
３
月
31
日
23
時
59
分
現
在
の
状

況
」
を
３
年
後
で
も
シ
ス
テ
ム
上
で
即
時
に
表

示
・
再
現
す
る
こ
と
は
、
電
子
カ
ル
テ
に
真
正

性
を
担
保
す
る
と
い
う
決
ま
り
ご
と
が
あ
る
に

せ
よ
、
簡
単
に
は
で
き
ま
せ
ん
。
地
味
で
す
が
、

技
術
的
に
は
困
難
な
課
題
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　

渡
辺
氏
も
、
別
の
視
点
か
ら
日
立
製
作
所
を

評
価
す
る
。

「
こ
の
予
算
で
、
か
つ
１
年
間
と
い
う
短
期
間
で

実
証
事
業
も
普
及
促
進
事
業
も
や
る
こ
と
自
体

が
相
当
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
こ
と
で
し
た
が
、
こ

の
よ
う
に
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
、
ホ
ッ
と

し
て
い
ま
す
」

解
決
を
行
い
、
医
療
の
質
の
底
上
げ
や
向
上
を

図
っ
て
い
く
こ
と
に
そ
の
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
の
た
め
に
、
国
立
病
院
機
構

で
は
診
療
デ
ー
タ
の
全
施
設
か
ら
の
収
集
作
業

を
続
け
て
い
た
の
で
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
に
つ
い

て
、
あ
る
程
度
の
理
解
が
あ
っ
た
こ
と
も
事
業
を

進
め
る
上
で
プ
ラ
ス
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
」

　

デ
ー
タ
の
標
準
化
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｌ
Ａ
Ｃ

10
等
、
厚
生
労
働
省
の
定
め
る
標
準
コ
ー
ド
に

紐
付
け
す
る
デ
ー
タ
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
実
施
。
さ

ら
に
①
電
子
カ
ル
テ
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
Ｓ
Ｓ
‐

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
に
変
換
す
る
「
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
変
換
」、
②
例
え
ば
白
血
球
検
査
の
値
で

「
×
10
個
／
μl
」「
個
／
μl
」
な
ど
、
同
一
検
査
で

単
位
が
混
在
し
て
い
る
場
合
、
標
準
と
さ
れ
る

方
に
合
わ
せ
て
変
換
す
る
「
正
規
化
フ
ィ
ル

タ
ー
」、
③
病
院
独
自
の
検
査
表
示
な
ど
を
出
力

時
に
標
準
に
合
う
よ
う
に
変
換
す
る
「
差
分
吸

た
場
合
、
ベ
ン
ダ
と
の
折
衝
に
時
間
を
と
ら
れ
、

事
業
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な

か
っ
た
で
す
ね
」

　

堀
口
氏
は
、
日
立
製
作
所
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

サ
ー
バ
構
築
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
。

「
技
術
的
に
見
る
と
、
仮
想
化
環
境
は
使
う
も
の

の
実
質
上
１
サ
ー
バ
で
動
く
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ャ
ー
を
採
用
す
る
な
ど
、
手
堅
い
手
法
で
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

側
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
ン
グ
な
要
素
は
必
要
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
安
定
し
て
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す
る

こ
と
こ
そ
が
必
要
で
あ
り
、
重
要
な
の
で
す
。

　

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
上
で
、
日
立
製

作
所
に
特
に
お
願
い
し
た
の
は
、
研
究
・
分
析

へ
の
活
用
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
わ

ゆ
る
再
現
性
を
重
視
し
た
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

「
２
０
１
５
年
の
２

月
に
予
算
案
が
国
会

で
成
立
し
、
３
月
に

交
付
要
領
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、

政
府
調
達
に
従
い
、

仕
様
書
の
作
成
や
入

札
を
経
て
、
９
月
に

業
者
が
選
定
さ
れ
ま

し
た
。
事
業
は
16
年

３
月
末
ま
で
に
実
施

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
実
際
の
Ｉ

Ｔ
情
報
基
盤
構
築
の

た
め
の
時
間
は
約
半

年
と
い
う
短
期
間
で

行
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
厳
し
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
対
し
、
手
を
挙
げ

て
も
ら
い
、
予
算
の

枠
内
で
の
事
業
実
施

を
約
束
し
て
く
れ
た

の
が
日
立
製
作
所
で

し
た
」

　

日
立
製
作
所
に
よ

る
Ｉ
Ｔ
情
報
基
盤
構

築
に
つ
い
て
、
渡
辺

氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

「
日
立
製
作
所
と
一

　

標
準
化
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、

渡
辺
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
現
在
、
収
集
が
行
わ
れ
て
い
る
レ
セ

プ
ト
や
Ｄ
Ｐ
Ｃ
デ
ー
タ
は
、
病
名
や

投
薬
・
検
査
な
ど
の
実
施
状
況
に
つ

い
て
は
把
握
で
き
ま
す
が
、
投
薬
後

の
患
者
の
状
態
や
検
査
値
等
を
把
握

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
に

対
し
、
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
を
標
準

化
す
る
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
検
査

や
治
療
実
施
後
の
患
者
の
状
態
や
検

査
値
等
も
把
握
で
き
、
診
療
の
内
容

と
そ
の
結
果
を
比
較
・
分
析
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
手
順
書
を
公
開
す
る
こ
と

に
よ
り
、
他
の
医
療
機
関
・
病
院
団

体
が
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す
る
際
に
、

専
門
的
な
知
識
を
要
す
る
こ
と
な
く
標

準
化
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、
標
準

化
の
普
及
促
進
に
貢
献
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
」

　

同
事
業
で
は
、
２
０
１
６
年
３
月
末

時
点
で
41
病
院
に
お
い
て
「
Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ

Ｘ
２
標
準
化
ス
ト
レ
ー
ジ
仕
様
書

Ver.1.2c

版
」
の
完
全
準
拠
と
標
準
コ
ー

ド
を
付
与
し
、
実
装
。
シ
ス
テ
ム
稼
働

に
よ
っ
て
、
Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
デ
ー
タ
を

同
機
構
本
部
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
送

信
し
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
い
る
。

　

こ
の
電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
標
準
化
の

仕
組
み
を
他
の
医
療
機
関
・
病
院
団
体

に
お
い
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｓ
‐

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２ V

er.1.2c

版
の
モ
ジ
ュ
ー
ル

を
導
入
す
る
た
め
の
手
順
書
を
作
成
し
、

公
開
し
て
い
る
（U

RL
:https://w

w
w

.
hosp.go.jp/cnt1-1_000070.htm

l

参

照
）。
堀
口
氏
は
、
同
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
標
準
化
の
普
及
促
進
と
い
う
意
味
か
ら
言
え

ば
、
Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

今
後
は
地
域
医
療
連
携
に
活
用
で
き
る
よ
う
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

他
の
地
域
連
携
に
割
り
込
ん
で
い
く
の
で
は
な

く
、
当
法
人
が
公
開
し
て
い
る
仕
様
書
を
使
っ

て
も
ら
え
る
環
境
を
整
備
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
デ
ー
タ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、
国
費

を
頂
戴
し
て
実
施
し
た
事
業
で
す
の
で
、
長
期

的
に
は
医
療
の
質
の
向
上
と
、
当
法
人
の
経
営
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
活
用
を
、
短
期
的
に
は
研

究
で
の
利
活
用
を
行
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

　

今
後
の
事
業
の
展
望
に
つ
い
て
、
渡
辺
氏
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
機
構
内
の
参
加
医
療
機
関
を
増
や
し
な
が
ら
、

特
に
参
加
ベ
ン
ダ
の
数
を
増
や
し
た
い
で
す
ね
。

当
法
人
の
強
み
と
し
て
、
医
療
機
関
が
多
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
参
加
し
て
い
な
い
機

構
内
の
他
の
医
療
機
関
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
ベ

ン
ダ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
の
で
、
機
構
以

外
に
も
実
績
の
多
い
ベ
ン
ダ
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｓ
‐

Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
モ
ジ
ュ
ー
ル
の
製
作
を
お
願
い
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。　

　

Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
が
発
表
さ
れ
た
の
が
２
０
０
６

年
で
す
が
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
き
た
と
感
じ
て
い

ま
す
」

1996 年慶應義塾大学商学部卒。1998 年同大学大学院政
策・メディア研究科修士課程修了、2003 年九州大学大学
院医学系研究科博士課程環境社会医学専攻修了。日本
医療機能評価機構、東京大学大学院等を経て、2013 年
国立病院機構本部 総合研究センター診療情報分析部主
席研究員、2015年より同機構本部IT推進部 医療情報デー
タベース企画室長を併任

精
緻
な
マ
ッ
ピ
ン
グ
作
業
を
実
施
し
、

Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
２
変
換
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築

電
子
カ
ル
テ
デ
ー
タ
の
標
準
化

Ｓ
Ｓ
‐
Ｍ
Ｉ
Ｘ
モ
ジ
ュ
ー
ル
普
及
の
た
め

実
績
あ
る
ベ
ン
ダ
の
更
な
る
参
加
を
要
望

標
準
化
の
普
及
促
進

国立病院機構診療情報集積基盤構築に参加した病院一覧。病床別・機能別に、
日本各地から41 病院が参加。これらの病院が導入している電子カルテベンダについ
ても、日本を代表する6 ベンダが参加・協力し、同基板構築に貢献している

「電子カルテデータ標準化等のためのＩＴ基盤構築事業」の導入フロー（各作業の流れ・相関）。仕様書の作成や入札を経て国立病院
機構診療情報集積基盤を構築。約半年という短期間で、同事業で多大な成果を上げることに成功している

渡辺宏樹氏、堀口裕正氏とIT 推進部のスタッフの皆さん。IT 推進部では、国立病院機構全体の医
療 IT の適正化を推進。今回の国立病院機構診療情報集積基盤の構築では、中心的役割を果たした

堀口 裕正（ほりぐち・ひろまさ）氏

（    ）12新　医　療　2016年5月号（    ）13 新　医　療　2016年5月号


